
日
は
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
日
で
す
一
 

主な肉容 

五
所
川
原
市市
制
施
行
五
十周
年
 
②
5
③
 
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
mご
し
ょ
が
わ
ら

：
・
⑦
 

市
議
会
・

第
三
回

定
例
会
 

④
 
お

知
ら

せ
 

⑧

5
⑩
 

救
急
救
命
士
・
気管
挿
管
実
施
開
始
…
⑤
 
ヘ
ル

ス
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
 
…
⑩
 

祝

・
岩
木

川
の
日
 

⑥
 

商店街のにぎわい（寺町）S. 32 ×
 

ノ
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五
所
側
原
画
が
 

圏
蔵
り
ま
し
尾
 

タ

z
少
中
ラ

eパ
孔
r
 

1984 	1979 	1977 

守
 

田
 

成
 

津
軽
平
野
の
中
心
部
に
位
置
し
、
四
季
折
々

に
変
化
す
る
田
園
風
景
が
美
し

い
わ
が
ふ
る
さ

と
五
所
川
原
市
。
 

昭
和
ニ
十
九
年
に
近
隣
七
町
村
の
合
併
に
よ

り
五
所
川
原
市
誕
生
以
来
、
五
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
 

五
所
川
原
市
の
五
十
年
は
、
東
北
初
の
青
森
 

県
平
和
産
業
大
博
覧
会
の
開
催
に
始
ま
リ
、
公
 

一
 

営
住
宅
の
建
設
、
エ
業
団
地
、
「
エ
ル
ム
の
街
」
 

の
造
成
な
ど
資
本
資
産
の
増
築
や
交
通
体
系
、
 

医
療
機
関
の
充
実
な
ど
を
図
リ
、
西
北
津
軽
地

域
の
中
心
都
市
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
参

リ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
変
遷
す
る
社
会
情
勢
に

対
応
し
な
が
ら
、
先
人
達
が
不
撹
不
屈
の
精
神

で
五
所
川
原
市
を
築
き
あ
げ
た
努
カ
に
は
常
々

敬
服
し
て
お
リ
ま
す
。
 

私
は
、
平
成
九
年
の
市
長
就
任
以
来
、
複
雑

多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
 

「
活
カ
あ
る
元
気
な
ま
ち
 
五
所
川
原
」
 
をス
 
 

ロ
ー
ガ
ン
に
各
種
事
業
に
つ
い
て
懸
命
に
取
リ

組
み
、
生
活
環
境
の
整
備
や
産
業
の
振
興
、
福

祉
・
教
育
の
充
実
と
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
参

リ
ま
し
た
が
、
次
世
代
の
人
々
に
い
か
に
有
効

に
豊
か
な
自
然
と
資
産
を
残
す
か
が
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
リ
今
後
と
も
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
考
え
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
公

正
、
公
平
な
市
政
運
営
に
心
掛
け
て
参
リ
ま
す
。
 

平
成
八
年
に
約
一
世
紀
ぶ

リ
に
復
活
し

た
 

「立
倭
武
多
」
。
い
ま
や
全
国
に
知
れ
渡
る
祭
リ

と
な
リ
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
も
年
を
重
ね

る
ご
と
に
増
え
続
け
今
年
は
、
百
六
十
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
立
倭
武
多
を
起

爆
剤
と
し
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
さ
ら
に
は

五
所
川
原
市
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

お
リ
ま
す
。
 

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
西
北
五
津
軽
地
域
の
中

核
都
市
と
し
て
行
政
、
医
療
、
教
育
な
ど
各
方

面
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
参
リ
ま
し
た
が
、
 

い
よ
い
よ
平
成
十
七
年
三
月
、
金
木
町
、
市
浦

村
と
の
合
併
に
よ
リ
六
万
三
千
人
の
新
市
が
誕

生
す
る
予
定
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
民
の
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
、
豊
か
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
新
市
形
成
に
努
め
て
参
リ

ま
す
の
で
今
後
と
も
市
発
展
の
た
め
ご
支
援
、
 

ご
協
カ
を
賜
リ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
）
」
 

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

伽
明

治
4
3年
電

話
開
通
。
 

鶴

大
正
2
年
電
灯
点

火
、
県
立
農
学
校
設
置
。
 

朋

大
正
7
年
陸

奥
鉄
道
開
通
。
 

働
昭

和
5
年
津

軽
鉄
道
全
通
。
 

開
昭

和
1
9年
五

所
川
原
町
大
火
。
 

飾
昭

和
2
1年

五
所
川
原
町
大
火
。
 

館

昭
和
2
9年
五
所

川
原
市
誕
生
（五
所
川
原
、
栄
、
 

三
好
、
中
川
、
長
橋
、
飯
詰
、
松

島
が
合
併
）
人
口
3
6
、
5
0
4
人
 

飼
昭

和
3
2年
青
森
県
平

和
産
業
大
博
覧
会
開
催
、
 

2
0余
力
国
参
加
。
 

脳
昭

和
3
9年
五
所

川
原
市
民
文
化
会
館
開
館
。
 

肌
昭

和
4
5年

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
発
 

足
。
 

町
昭

和
4
6年

市
役
所
新
庁
舎
完
成
。
 

昭
和
5
2年
第

3
2回
国
民
体
育
大
会
の

柔
道
、
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
と
な
る
。
 

鯛
昭

和
5
4年

五
所
川
原
市
立
七
和
高
校
が
県
移
 

管
さ
れ
県
立
東
高
等
学
校
と
な
る
。
 

昭
和
5
9年

雇
用
促
進
事
業
団
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
 

学
校
が
開
校
。
 

市
民
憲
章
を
制
定
。
 

餓
昭

和
6
0年
漆

川
工
業
団
地
が
青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
 

ス
の
指
定
と
な
る
。
 

新
生
大
橋
が
完
成
。
 

脚
平
成
元

年
五
所

川
原
大
橋
と
新
津
軽
大
橋
が
完
成
。
 

働
平

成
2
年
五
所

川
原
小
学
校
移
転
新
築
。
 

%
 

(
 

 

《
 

 



俳
入
の
成
田
千
空
氏
 

五
一
所川
原
市
名
誉
市
民
 

に
決
定
 

名
誉
市
民
の
称
号
は
市
民
ま
た
は
市
に
縁
が
深
く
、
 

広
く
社
会
の
発
展
や
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
人
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
、
平
成
七
年
に
医
師

の
増
田
桓
一
氏
（
故
人
）
、洋
画
家
の
伊
藤
正
規
氏
が

受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
十
月
一
日
の
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式

典
で
市
内
元
町
在
住
の
俳
人
・
成
田
千
空
氏
（8
3)
H
 

本
名
・
，成
田
力
H
に
「
名
誉
市
民
」
 
の
称
号
を贈
り

ま
す
。
 

成
田
氏
は
、
大
正
十
年
、
青
森
市
生
ま
れ
。
青
森

工
業
学
校
（
現青
森
工
業
高
校
）
卒
。東
京
都
か
ら
帰

郷
し
た
昭
和
十
六
年
か
ら
俳
句
を
本
格
的
に
始
め
ま

し
た
。
飯
詰
に
移
り
住
ん
だ
一
干
一
年
、
現
代
俳
句

の
巨
匠
中
村
草
田
男
主
宰
の
 
『菖
緑
』
創
刊
と
と
も

に
入
門
し
、
昭
和
三
十
一
年
同
人
に
な
り
ま
し
た
。
 

現
在
は
そ
の
代
表
と
し
て
、
創
刊
者
中
村
草
田
男

の
精
神
の
実
現
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

句
集
も

『地
霊
』
『人
日
』
『天
門
』
『白
光
』
『忘

年
』
の
ほ
か
数
多
く
あ
り
、
菖
緑
賞
、
俳
人
協
会
賞
、
 

日
本
詩
歌
文
学
館
賞
、
そ
し
て
、
平
成
十
年
に
は
俳

句
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
賞
と
言
わ
れ
る
蛇
勿
賞
を

青
森
県
で
初
め
て
受
賞
す
る
な
ど
数
々
の
栄
誉
に
輝

き
、
平
成
十
三
年
か
ら
は
蛇
勿
賞
の
選
考
委
員
を
務

め
、
日
本
の
俳
壇
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
 

市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
誌
作
成
 

市
で
は
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
い
ま
ま
で
の
五

所
川
原
の
あ
ゆ
み
を
載
せ
た
記
念
誌
を
作
成
し
ま
し
た
。
 

表
紙
に
今
年
の
立
侵
武
多
3
台
を
配
置
し
市
の
歴
史
を
豊

富
な
写
真
で
綴
っ
た
3
0ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
も
の
で
す
。
 

五
所
川
原
市
を
知
り
た
い
方
、
も
っ
と
理
解
を
深
め
た
い

方
で
、
記
念
誌
が
欲
し
い
方
は
市
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
 

さ
い
。
 

総
務
課
広
報
係
 
内
線
4
0
4
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阻
 
平
成3
年
水

道
事
業
所
中
央
管
理
セ

ン
タ
ー
完
成
。
 

鰯

平
成
5
年
長
橋
小
学

校
（
野
里
小
学

校
と
松
野
木
小
学
校
の
統

合
）
開校
。
 

倒
 平
成
6
年
市

制
施
行
4
0周
年
・
ふ
る

さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
 

完
成
。
 

簡

平
成
7
年
伊

藤
正
規
画
伯
（
梅田
出
身
）
・
増
田
桓
一

氏
（
新
町出
身
）の
五
所
川
原
名
誉
市
民
称

号
贈
呈
。
 

餓
 平
成
8
年
「
立
侵
武
多
復
元
の
会
」
 
によ
り
立
侵
武

多
を
復
元
す
る
。
 

闘

平
成
9
年
 
エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
オ

ー
 

プ
ン
。
 

脇

平
成
1
0年

約
1
世
紀
ぶ
り
に
立
倭
武
多
市
内
運
行
。
 

東
京
ド

ー
ム
で
行
わ
れ
た
「
活
彩
あ
お
も

り
大
祭
典
」
に
立
侵
武
多
が
出
陣
。
 

観

平
成
1
1年
立
侵
武
多

運
行
が
第
3
回
ふ
る
さ
と
イ
べ

ン
ト
大
賞
・
優
秀
賞
を
「善
見
（
財団
法
人

地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
・
全
国
5
5新
聞
社

共
催
）
 

m

平
成
1
2年
力
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト奥
津
軽
加
年
祭

町
平
成

1
3年
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
設
置
。
 

三
輪
小
学
校
（七
ツ
館
小
学
校
、
梅
泉
小
学

校
の
統
合
及
び
栄
小
学
区
の
一
部編
入
）開
校
。
 

m

平
成
1
4年

つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
オ
ー
プ
ン
。
 

鶴
平
成

1
5年

消
流
雪
用
水
導
入
事
業
竣
工
。
 

「立
侵
武
多
」
丸
ビ
ル
（東
京
）
、
キ
ャ
ナ
 

ル
シ
テ
ィ
博
多
（
福
岡市
）出
陣
。
 

加
 
平
成1
6年
三
好

小
学
校
（鶴
ケ
岡
小
学
校
と
藻
川
小
 

学
校
の
統
合
）開
校
。
 

「立
侵
武
多
の
館
」
オ
ー
プ
ン
。
 



北
海
道
ふ
緊
山
園
臨
 
J
 

溜
牲
化
つ
ォ
0
ラ
ム
で
 

r
 

パ
ネ
皿局
《4
f詳
し
て
 

I 
- 

か
拷
伽鐘
弾
り
 

イ
」
准
武
多
写
真
展
 

力
御
考
る
い
グ
 

d
'
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可
決

・
承
認
・
認
定
 

さ
れ
た
議
案
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
める
こ
と
に
つ
い
て
（
青

森
県
交
通
災
害
共
済
組合
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
規
約
）
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こと
に
つ
い
て

（
青

森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職員
公
務
災
害
補償
等
組
 
 

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減少
及
び
青

森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害補
償
等
組

合
規
約
の
変
更に
つ
い
て
）
 

▽
専
決
処
分
の
承認
を
求
め
る
こ
と
につ
い
て
（
青

森
県
市
町村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組織
す
る
地

方
公
共
団
体
数の
減
少
及
び青
森
県
市
町村
職
員

退
職
手
当
組
合規
約
の
変
更
に
つ
い
て
）
 

▽
平
成
1
5年
度
五
所
川
原
市
病
院事
業
会
計
決
算
に

つ
い
て
 

▽
平
成
1
5年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
業
会計
決
算
に

つ
い
て
 

▽
平
成
1
5年
度
五
所
川
原
市
工
業用
水
道
事
業
会
計

決
算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
1
6年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
補正
予
算
 

・

三
億
九
千
七
百三
十
九
万
八
千
円
を追
加
し
、
総
 

額
百
九
十
二
億
七
千
二
十
四万
六
千
円
に
（
ほか
 

特
別
会
計
補
正予
算
二
件
）
 

▽
五
所
川
原
市
重度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

▽
市
道
路
線
の
廃止
に
つ
い
て
 

▽
名
誉
市
民
の
決定
に
つ
い
て
 

▽
議
員
提
出議
案
（三
件
）
 

・

地
方
分
権推
進
の
た
め
の
 
「
国
庫
補
助
負
担
金
改

革
案
」
 
の
実
現
を
求
め
る
意
見書
案
 

・

地
方
税
法
の
抜本
改
革
に
関す
る
意
見
書
案
 

・

北
方
領
土
問題
の
解
決
促
進
を
求
め
る意
見
書
案
 

鳴海節子さん 
（市農業委員） 

九
月
八
日
に
福
島
県
で
行
わ
れ
た
、
「
平
成
十

六
年
度
北
海
道
・
東
北
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
 

で
、
市
農
業
委
員
の
鳴
海
節
子
さ
ん
が
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
市
農
業
委
員
会
の
取
り
組
み
を
発
表

し
ま
し
た
。
 

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
北
海

道
、
東
北
各
県
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
研
究
集
団

で
、
今
回
は
「
質
の
高
い
農
業
委
員
活
動
を
目
指

す
に
は

・己
が

テ
ー
マ
で
す
。
 

鳴
海
さ
ん
は
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
農
業
委

員
の

一
人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
、
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
遊
休
農
地

の
有
効
利
用
を
 
「子
ど
も
団
体
ゃ
ビ
ッ
グ
ウ
ー
マ

ン
な
ど
と
協
力
し
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽

培
を
通
し
、
親
子
の
交
流
、
食
農
教
育
の
場
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
」
 
そ
して
 
「多
く
の
市
民
と

の
交
流
、
農
業
支
援
の
仲
間
づ
く
り
が
農
業
活
性

化
の
起
爆
剤
に
な
り
ま
す
」
と
述
べ
、
観
客
か
ら

盛
大
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
夏
も奥
津
軽
の
夜
を
焦
が
し

た
「
五
所
川
原
立
侵
武多
」
 
の
写
真
展

が
、
九
月
十
八
日
か
ら
二
十
六
日ま
で

立
侵
武
多
の
館
1
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
来
館
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
いま

し
た
。
 

同
展
は
平
成
十
年
度
の
立
侵
武
多
運

行
以
来
連
続
で開
催
さ
れ
、今
年
も
百

五
点
の
力
作
が
ず
ら
り
と
な
ら
び
ま
し

た
。
 ま
つ
り
の風
景
を
思
い
お
も
い
に

描
い
た
作
品
に
、写
真
を
見
た
家
族連

れ
か
ら
「ま
つ
り
の
音
が
聞
こ
えく
る

よ
う
だ
。臨
場
感
がす
ご
く
あ
る
」
と

の
感
想
が
聞
かれ
て
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
議
会
 

第
3
回
定
例
会
 

五
所
川
原
市
議
会
が
、
九
月
九
日
か
ら

二
十
四
日
ま
で
の
十
六
日
間
開
催
さ
れ
、
 

市
で
三
人
目
と
な
る
名
誉
市
民
の
決
定
な

ど
十
五
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
承
認
、
 

認
定
し
閉
会
し
ま
し
た
。
 



福
祉

施
設

訪
問
 

咽
や
踊
り
で
察
し
い
ひ
と
時
審
 

五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会
 

ハ
パ
回
ヲ
ス
ク
 

か
ら
感
謝状
 

柔
道
の
振
興
に
貢
献
 

救
急
救
国
北
肥
よ
る
 

気
管
挿
管
実
施
開
始
I
 

救
急
救
命
士
・
平
山
賀
規
さ
ん
 

総
務
省
消
防
庁
及
び
厚
生
労
働
省
の
 
五
日
に

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

通
達
に
よ
り
救
急
救
命
士
の
対
応
処
理
 
こ
の
こ
と
で
気
管
挿
管
に
よ
り
心
肺
停

範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
直
接
気
管
に
器
具
 
止
の
状
態
の
傷
病
者
に
対
し
て
こ
れ
ま

を
挿
入
す
る
気
管
挿
管
の
処
置
が
、
七
 
で
よ
り
確
実
で

効
果
的
な
気
道
確
保
が

月
一
日
山
り
医
師
の
指
示
の
下
に
実
施
 
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
患
者
の
救

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
五
 
命
率
が

一
段
と
向上
し
ま
す
。
 

所
川
原
消
防
署
の
救
急
救
命士

・
平
山
 

平
山
救
急
救
命
士
は
、
「西
北
中
央

賀
規
救
急
係
長
が
導
入
に
必
要
な
実
習
 
病
院

で
実
際
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

を
西
北
中
央
病
院
の
協
力
に
よ
り
修
了
 
佐
藤

裕
副
院
長
や
病
院
ス
タ
ッ
フ
及
び
 

 
 
し
、

県
内
で
は
八
戸
市
に
次
ぐ
気
管
挿
 
患
者

さ
ん
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
市
民
 

管
技
能
認
定
第
二
号
、
津
軽
・
西
北
五
 
の

生
命
を
守
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組

地
区
で
は
初
の
認
定
を
受
け
、
九
月
十
 

み
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

九
月
二
十
二
日
、
五
所
川
原
地
区
更

生
保
護
女
性
会
（
斎
藤千
恵
子
会
長
）
は

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
を
訪
問
し

て
唄
や
踊
り
を
披
露
し
、
入
所
者
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。
 

会
員
に
よ
り
ス
テ
ー
ジ
上
で
「
俵
積

み
唄
」
 
や
「ね
ぶ
た
節
」
な
ど
が
次
々

と
披
露
さ
れ
る
と
、
入
所
者
は
一
緒
に

唄
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
手
を
叩
い
て
音

頭
を
と
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
少
年
犯
罪
の
予
防
と
明
る

い
地
域
を
つ
く
る
た
め
女
性
の
立
場
か
 
 

ら
活
動
し
、
少
年
院
の
文
化
祭
や
体
育

祭
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
福
祉
施
設
の

訪
問
は
平
成
十
二
年
か
ら
始
め
、
こ
れ

ま
で
に
市
内
の
施
設
の
ほ
と
ん
ど
を
訪

れ
て
い
ま
す
。
 

斎
藤
会
長
は
、
「普
段
、
外
出
の
機

会
が
少
な
い
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
、
私

た
ち
の
手
作
り
の
芸
能
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

昔
を
懐
か
し
ん
だ
り
し
て
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

ロ
シ
ア
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
柔
道
連

盟
の
役
員
及
び
選
手
が
九
月
十
三
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
、
同
州
の
柔
道
振
興
に

大
き
く
貢
献
し
た
と
し
て
成
田
市
長
、
 

平
山
誠
敏
県
議
会
議
員
、
同
州
柔
道
連

盟
コ

ー
チ
の
藤
田
一
郎
さ
ん
へ
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
 

日
本
講
道
館
六
段
の
藤
田
さ
ん
は
、
 

「
日
本
人
か
ら
本
物
の
柔
道
を
習
い
た

い
」
と
の
要
望
を
受
け
、
昨
年
七
月
か

ら
ニ
カ
月
に

一
度
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
を
訪

れ
て
指
導
し
、
日
本
柔
道
の
技
と
心
を

伝
え
て
い
ま
す
。
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岩
木
川
序
修
工
事
起
工
式
を
忘
れ
が
い
お
ラ
に
と
 

塊
●
岩
木
）
川
の
日
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九
月
十
九
日
、
岩
木
川
河
川
敷
の
北

斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
六
回
祝
・
岩
木

川
の
日
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
市
民
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
 

大
正
十
年
九
月
十
五
日
に
国
直
轄
の

岩
木
川
改
修
工
事
起
工
式
が
同
所
で
行

わ
れ
た
の
を
記
念
し
て
“
岩
木
川
と
地

域
づ
く
り
を
考
え
る
会
五
所
川
原
支
部
 

（
丸海
老
隆
代
表
）万
が
主
催
し
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

前
日
の
前
夜
祭
で
は
、
親
子
連
れ
や

友
達
同
士
で
河
川
敷
に
キ
ャ
ン
プ
を
張

り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
ほ
っ
か
ぶ
り
コ
ン
テ
ス
ト
、
 

じ
ゃ
っ
こ
釣
り
大
会
、
フ
リ
ー
マー
ケ
ッ

ト
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た

ほ
か
、
六
メ
ー
ト
ル
の
大
鍋
で
作
ら
れ

た
豚
の
す
き
焼
き
を
訪
れ
た
観
客
が
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
川
の
水
質
調
査
体
験
も
行
わ

れ
、
く
み
上
げ
た
川
の
水
に
試
験
薬
を

入
れ
、
色
が
変
わ
る
さ
ま
を
見
て
、
子

ど
も
達
は
川
の
汚
さ
に
び
っ
く
り
し
、
 

盛
ん
に
講
師
に
質
間
し
な
が
ら
、
川
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
と
話
し
あ
っ
て
い
ま

し
た
。
 



邑
登
喝
ワ
ェス
タ
伽
」》
し
ょが
⑩
⑤
 

s
篇
顔
⑨
泥気
り
っ底
り
＄
 

九
月
十
二
日
、
中
央
公
民
館
及
び
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

を
会
場
に
、
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
m
ご
し
ょ
が
わ
ら
が
開
催
さ
れ
、
来
場
し

た
“
主
役
）
の
子
ど
も
た
ち
と
父
母
ら
が
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

会
場
は
、
ね
ぷ
た
ば
や
し
や
 

ソ
ー
ラ
ン
踊
り
な
ど
を
披
露
す
 
‘ー

 

る
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
立
侵
武
 

多
灯
寵
ゃ
う
ど
ん
な
ど
の
も
の
 

づ
く
り
体
験
、
動
物
と
の
ふ
れ
 

あ
い
ゃ
竹
踊
り
な
ど
多
く
の
コ
ー
 

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
ど
こ
も
子
 

ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
元
気
な
声
 

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
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九
月
十
八
日
、
市
民
体
育
館
で
第
四

十
一
回
五
所
川
原
市
老
人
福
祉
大
会
が

開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
市
内
の
七
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
約
千
八
百
人
が
「
明

る
く
豊
か
な
長
寿
社
会
」
を
楽
し
も
う

と
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
成
田
市
長
が
「
今
後

も
健
康
に
留
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
発
展
の
た
め
皆
さ
ん
の
長
年
の

経
験
と
知
恵
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
百
歳
、
九
十
九
歳
、
 

米
寿
の
八
十
八
歳
に
達
し
た
方
へ
顕
彰

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
後
は
、
「
は
っち
ゃ
ん
の
笑
い
は

健
康
の
も
と
」
と
題
し
て
黒
石
八
郎
さ

ん
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、
会
場

は
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
 

＠
顕
彰
状
贈
呈
者
は
次
の
と
お
り
 

⑨
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
松
緑
神
道
大
和
山
（思
佳
豊
教
主
）
H
 

八
十
万
円
（
第3
0回
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
高
等
学
校
食
物
部
（
泉
谷

朋
香
部
長
）
H
一
万
二
百
三
十
七
円
 

（
五
高
祭食
物
部
バ
ザ
ー
益
金
）
。
 
 

《
百
歳
に達
し
た
長
寿
者
》
 

曾
津
き
わ
、
堀
内
り
つ
 

《
九
十
九歳
に
達
し
た
長
寿
者
》
 

山
内
シ
ケ
、
書
藤
み
つ
 

《
八
十
八歳
に
達
し
た
長
寿
者
》
 

山
口
勇
（
代
表
）
ほ
か
百
十
六
名
 

〇
美
し
い
き
も
の
京
染
み
つ
わ
（
中嶋

美
津
子
代
表
）H
三
万
円
（
き
もの
。ハ
ー
 

テ
ィ
ー
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
朝
野
球
協
会
（
成
田光
昭

会
長
）H
十
万
三
千
九
百
円
（
愛
の
一

球
募
金
を
寄
付
）
。
 

明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会
 

第
4
1回

五
所
川
原
市
老
人
福
祉
大
会
 

善

意
の
花

か

こ
 
ど

う
も
あ
りお
誌

ま
した
 



⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健

予
防
課

阻
（3
4)
21
0
8
 献
（3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線

2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
0月
1
2日
因

・
2
6日
因
 

1
0時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
…
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

交
通
事
故
相
談
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線

2
0
2
 

行
政
な
ど
へ
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
1
4日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

1
0月
2
8日
困
 
1
3時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員

・
・行
政
相
談
委
員
 

⑥
税

金
の

相
談
 

税
務
課
 
内
線

4
 〔Z
6
 

相
続
税
・
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
0月
6
日
困
 
9
時
3
0分
5
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
…
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

ゃ
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か

ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お
年
寄
り
の
痴

呆
や
介
護
の
問
題
な
ど
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
0月
8
日
団
、
2
6日
因
 

（
ごし
ょ
が
わ
ら
 

産
業
ま
つ
り
 

農
政
課

内
線
3
5
3
・
3
5
5
 

地
域
産
業
の
振
興
と
市
民
生
活
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
 

「
ごし
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
」
 
を
開

催
し
ま
す
。
獅
子
舞
、
福
引
き
な
ど
、
 

楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
 

●

1
0月
2
3日
田
5
2
4日
⑧
 

9
時
3
0分
5
1
6時
 

つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
 

※
詳
細
は
次
号
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

×
、
 

ノ
ノ
 

公
証
（
法律
）
無
料
相
談
 

市
民
課
 
内
線

2
2
0
 

市
で
は
、
青
森
公
証
人
会
の
協
力
を

得
て
公
証
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
大

切
な
契
約
や
遺
言
は
、
公
正
証
書
に
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。
 

●

1
0月
1
3日
困
 
1
0時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

※
定
員
8
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
 お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業

振
興
財
団
の
事
業
募
集
 

財
団
法
人
む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業

振
興
財
団
 
m
興

m
)
6
2
2
2
 

ht
tpミ
w
w
w・
」
o
m
o習

・ipト
m
o
2aid
a
n、
 

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
者
の
協
力

の
も
と
青
森
県
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
 

県
内
各
地
の
産
業
振
興
や
地
域
づ
く
り

の
活
動
に
幅
広
く
支
援
し
て
い
ま
す
。
 

平
成
1
7年
度
の
む
つ
小
川
原
地
域
・
産

業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

◇
助
成
事
業
…
地
域
の
活
性
化及
び
産

業
の
育
成
・
振
興
を
図
る
事
業

◇
助
成
金
…
事
業
費
の
5
分
の
4
以
内

で
限
度
額
1
件
当
た
り
期
万
円

◇
対
象
者
…
県
内
の
市
町
村
、
産
業
団

体
、
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な
ど

◇
募
集
期
間
 

1
0月
1
日
団
、
1
1月
3
0日
因
 

マ
イ
ハ
ッ
ピ
ー
事
業
 
ノ
 

 
 
 
1
3

5
1
4時
 

ノ
 

各
種
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

8
 

五所川原市役所 容35- 2111 平成16年10月1日 

県
営
住
宅

入
居
者
募
集
 

五
所
川
原
県
土
整
備
事

務
所

皿
（3
4)
21
1
1

内
線
2
8
3
 

◇
募
集
住
戸
 

①
新
宮
団
地
 

木
造

3
L
D
K

…
1
戸
 

②
広
田
団
地
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
3
K

…
3
戸

◇
募
集
期
間
…
1
0月
1
日
圏
5
8
日
団

◇
そ
の
他
…
入
居
す
る
に
は
入
居
基
準

が
あ
り
、
家
賃
は
所
得
金
額
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す
。
 

◇
家
賃
 

①
新
宮
団
地
…
2
3
7
0
0
円
5
 

3
9
3
0
0
円
程
度

②
広
田
団
地
…
1
0
6
0
0
円

、
 

1
7
9
0
0
円
程
度
 

（
高
齢
者
健
康調
査
）
 

へ
の
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
す
 

健
康
福
祉
課
 
内

線
2
4
5
 

調
査
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
6
5歳
、
 

7
0歳
、
7
6歳
、
8
0歳
（
年
度
内）
の
方
を

対
象
に
、
 一
人
ひ
と
り
の
心
身
の
健
康

状
態
や
日
常
生
活
の
状
況
な
ど
を
調
査

し
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
介
護
予

防
に
役
立
て
て
い
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
 

ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
に
は
コ
ン
ピ
ュー

 

タ
ー
で
分
析
し
た
調
査
結
果
を
送
付
い
 
 た

し
ま
す
。
健
や
か
な
生
活
を
送
る
た

め
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

調
査
票
は
、
各
町
内
会
の
保
健
協
力

員
が
、
対
象
と
な
る
方
へ
1
0月
1
3日
以

降
に
お
届
け
し
、
回
収
す
る
予
定
で
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

、労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
は
お
済
で
す
ふ～
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五
所
川
原
（
五
所川
原
 

公
共
職
業
安
定
所
）
興
3
4)
31
7
1
 

労
働
保
険
」
雇用
保
険
と
労
災
保
険
）
 

は
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も雇
用
し
て
い
る
場
合
、
 

そ
の
事
業
主
は
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

雇
用
保
険
…
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
、
 

生
活
安
定
の
た
め
失
業
給
付
を
行う
。
 

労
災
保
険
…
労
働
災
害
に
よ
り
負
傷
等
 

し
た
場
合
、
補
償
を
行
う
。
 

労
働
保
険
の
加
入
は
お
早
め
に
 

社
長
さ
ん
 
あ
なた
の
義
務
で
す
 

労

働
保
険
 

【お
詫
び
と
訂
正
只
広
報
ご
し
ょ
が

わ
ら
9
月
1
5日
号
P
5
〉
収
容
地
域

別
避
難
場
所
の
表
、
「長
橋
字
橋
本
」
 

を
 
「長
橋
字
橋
元
」
 
に
、「横
落
の

一
部
の
地
区」
を
 
「姥
庖
の
一
部
の

地
区
」
 
に
、「横
落
」
を
 
「姥
庖
」
 

に
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
 

【
 

【
 



第
1
0回
津
軽
野
盆
栽
展
 

津
軽
野
盆
栽
会
 

狙
（3
4)
5
4
5
9
津
島
 

き
の
こ
展
示
会
を
開
催

同
時
開
催
］
きの
こ
写
真
展
 

五
所
川
原
山
酔
会
事
務
局
 

租
（3
5)
21
1
1
 
内
線
価
 

市
民
サ
回
ン
 

×
 

ノ
／

？一
 

、
 

ノ
 
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

屋
根
の
上
の
ハ
ー
モ
ニ
力
吹
き
 ●

1
0月
3
日
同
 
1
0時
5
1
6時
 

中
三
五
所
川
原
店
 
5
階
催
事
場
 

◇
鑑
定
…
松
井
和
雄
先
生
ほ
か
 

津
軽
金
山
焼
秋
の
陶
器
祭
り
 

津
軽
金
山

焼
窯
業
協
同
組
合
 

m
(2
9)
3
3
50
献
（2
7)3
0
1
1
 

●

1
0月
9
日
出
5
1
1日
囲

9
、
1
9時

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
…
窯
出
し
即
売
会
、
 

お
楽
し
み
抽
選
会
、
ダ
ー
ッ
大
会
、
 

粘
土
ひ
も
伸
ば
し
大
会
、
津
軽
金
山

焼
2
0年
の
歩
み
写
真
展
な
ど
多
数
 

、
、
 

ノ
ノ

ー
 

幼
稚
園
か
ら
の
ご
案
内
 

五
所
川
原
市
私
立

幼
稚
園
協
会
 

阻
（3
4)
2
2
2
2
 

第
2

回

幼
稚
園
の
つ
ど
い
 

子
ど
も
た
ち
の
健
ゃ
か
な
成
長
を
願

い
、
幼
稚
園
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
 

子
育
て
ゃ
幼
児
教
育
に
関
心
の
あ
る
方

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

1
0月
9
日
出
 
参
加
無
料
 

1
0時
3
0分
5
1
2時
3
0分
 

・

P
T
A
の
つ
ど
い

…
1
0時
3
0分
、
 

・

「
サ
ェ
ラ
」
と
歌
お
・？

・
・1
1時
5
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
小
ホ
ー
ル
 

※
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
へ
 

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
 
皿
（3
4)
5
 
0
8
0
 

聖
心
幼
稚
園
 

皿
（3
4)
2
2
22
 

五
所
川
原
幼
稚
園
 
皿
（3
5)
5
1
5
0
 

富
士
幼
稚
園
 

皿
（3
4)
7
9
74
 

私
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る
3
、
5
歳

児
の
保
護
者
に
は
、幼
稚
園
就
園
奨
励

補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
申
請
・
交
付
は

幼
稚
園
を
通
し
て
手
続
き
で
き
ま
す
。
 

東
北
電
力
か
ら
の
お
願
い
 

愛
犬
を
つ
な
い
で
お
い
て
ね
 

東
北
電
力
閣
五
所
川
原
営
業
所
 

m
(3
5)
21
5
1
 

最
近
、
犬
を
飼
う
家
庭
が
増
え
、
犬

に
よ
る
拾
罫員
の
咳
傷
事
故
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
 日
頃
の
管
理
に
は
、
十
分

注
意
さ
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
 

検
針
員
が
正
確
・
安
全
に
検
針
す
る
た

め
、
愛
犬
を
確
実
に
つ
な
い
で
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
 つ
な
ぐ

場
所
は
、
玄
関
先

や
メ
ー
タ
ー
器
の

下
を
避
け
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
 

●

1
0月
1
日
岡
5
3
日
同
 

1
0時

、
2
1時
（
最
終
日
は1
5時
ま
で
）
 

ェ
ル
ム
の
街
s
c
 
2
階
 

ェ
ル
ム
ホ
ー
ル
（
入場
無
料
）
 

文
化
講
演
会
 

北
奥
文
化
研
究

会

皿

（3
4)
3
0
4
6
 

●

1
0月
1
6日
出
 
1
3時
3
0分
5
 

中
央
公
民
館
（
入
場
無
料
）
 

◇
内
容
…
「
史
料
に
み
る
五
所
川
原
民

衆
像
の
考
察
」
県
立
郷
土
館
研
究
主

幹
・
坂
本
寿
夫
氏
、
研
究
発
表
「
津

軽
平
野
に
お
け
る
土
地
利
用
の
変
遷

に
つ
い
て
」
当
研
究
会
員
・
工
藤
明
 

ハ
ー
モ
ニカ
、
三
味
線
、
指
笛
、
チ
ェ

ロ
が
セ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
め
ず
ら
し
い
演

奏
会
。
ポ
ッ
プ
ス
、
国
内
外
の
民
謡
・

童
謡
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
等
盛
り
だ
く
さ
ん
。
 

●

1
0月
2
3日
田
 
1
4時

、
1
6時
3
0分
 

働
く
婦
人
の
家

（
入
場
無
料
）
 

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
者
・
中
村
森
栄
氏
 

イ

J
 

ー
ニ
ーー
 
ーノ
ー
ニ
ど
一
ー
 
 

3
歳
に
な
っ
た
ら
幼
稚
園
へ
 

園
児
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

◇
願
書
配
布
…
1
0月
1
5日
圏
よ
り
 

◇
願
書
受
付

…
1
1月
1
日
回
よ
り
 

第
5
回
青
森
県
育
樹
祭
 

参
加
者
募
集
 

社
青
森
県
緑
化
推
進
委
員
会

狙
叩
（m
)
8
78
7
 

青
森
県
林
政
課

租
叩
（
川）9
5
1
7
 

枝
打
ち
な
ど
の
育
樹
作
業
の
体
験
と

親
子
で
楽
し
め
る
木
工
教
室
を
は
じ
め
、
 

特
産
物
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
、
 

参
加
記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
紅
葉

の
秋
の
休
日
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
1
7日
回
 
9
時
3
0分
5
 

富
士
見
湖
パ

ー
ク
 
（
鶴
田
町）
 

《当
日
は
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
 

利
用
申
込
方
法
は
次
の
と
お
り
》
 

1
0月
5
日
因
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
 

（
参
加者
全
員
）
、年
齢
、
電
話
番
号
を
 

記
載
の
う
え
、
次
の
申
込
先
①
ま
た
は
 

②
に
郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
 

込
み
く
だ
さ
い
。
 

①
〒
0
3
0
0
8
1
3
 

青
森
市
松
原
一
丁
目
1
6ー2
5
 

青
森
県
森
林
組
合
会
館
内
 

囲
青
森
県
緑
化
推
進
委
員
会
 

職
町
（m
)
8
78
8
 

②
〒
0
3
0
1
35
7
0
 

青
森
市
長
島
一
丁
目
l
i
 

青
森
県
林
政
課
 

職
卿
（m
)
8
14
5
 

（
ゼッ
ホ
ー
ふ
れ
あ
い
教
室
 

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
・

ー
n
g
・
秋
」
 

青
森
県
立
楚
珠
少
年
自
然
の
家
 

m
(2
9)
3
3
0
3献
（2
9)
33
0
6
 

野
外
炊
事
や
自
然
観
察
で
秋
の
深
ま

り
を
体
感
し
、
親
子
や
友
だ
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

1
0月
2
3日
出
 
受
付
9
時
5
 

9
時
3
0分
5
1
5時
1
0分
 

青
森
県
立
焚
珠
少
年
自
然
の
家

◇
対
象
；
小
・
中
学
校
生
と
保
護
者

◇
参
加
費
…
6
0
0
円
 
定
員
5
0名

◇
持
ち
物
…
帽
子
、
軍
手
、
汗
拭
き
タ

オ
ル
、
雨
具
、
飲
み
物
、
お
ゃ
つ
等

◇
申
込
方
法

…
1
0月
1
9日
因
ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 た
だ
し
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

、
、
、
、
 

Iノ
 

「離
転
職
者
」
訓
練
生
募
集
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

阻
（3
7)
32
0
1
 

1
2月
の
訓
練
生
募
集
は
次
の
と
お
り
。
 

●

W
e
b
エ
ン
ジ
ニ
ァ
科
…
定
員
2
5名
 

◇
訓
練
期
間
…
4
カ
月
間
 

◇
対
象
者
…
雇
用
保
険
受
給
者
 

◇
募
集
期
間
 

1
0月
1
3日
困
5
1
1月
1
0日
困
 

◇
申
込
先
…
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
 

所

（
電話
で
の
申
込
み
不
可
）
 

◇
選
考
方
法
…
面
接
と
書
類
 

。
v
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土地《保留地》売却のあ知らせ 
―南部地区土地区画整理事業、．ご 

◇対象保留地 	現況は宅地で下記のとおりです。 

◇周辺環境 	ェルムの街に近く、 閑静な住宅地となっています。 

◇募集期間等 	平成17年度保留地公開抽選会まで下記の物件は、 

直接、 区画整理室において申込先着順での売却となります。 

※申込み方法やその他詳細などについては、 都市計画課区画整理室 

（内線325・327）へお問い合わせください。 

No 面
く
 

積
っ
  

r
Ti
 
 

rイ面 
(H) 

売却価格 
（円） 

用 途 区 分 道路幅員 
(m) 

1 349 23,000 8,027,000 第―種低層 6 

2 254 35,000 8,890,000 第ー種低層 12 
3 602 32,000 19,264,000 第―種低層・第二種住居 6 
4 422 34,000 14,348,000 第―種低層 6 
5 479 27,000 12,933,000 第―種低層 6 
6 280 34,000 9,520,000 第―種低層 6 
7 265 36,000 9,540,000 第ー種低層 12 
8 286 36,000 10,296,000 第―種低層 12 
9 302 36,000 10,872,000 第―種低層 12 
10 313 35,000 10,955,000 第―種低層 12 

295 31,000 9,145,000 第―種低層 6 
12 243 33,000 8,019,000 第―種低層 6 
13 224 27,000 6,048,000 第―種低層 6 
14 275 28,000 7,700,000 第―種低層 6 
15 323 28,000 9,044,000 第―種低層 6 
16 553 45,000 24,885,000 第―種低層・第二種住居 22及び 6 
17 244 33,000 8,052,000 第―種低層 6 
18 231 29,000 6,699,000 第―種低層 6 
19 195 37,000 7,215,000 準 工 業 16 

物件位置図（道路は計画中を含む） 

ワ 

～有料道路の料金割引社会実験のお知らせ～ 

11 月26日（金）深夜24時まで （全日） 

みちのく有料道路や青森自動車道、東北自動車道の浪岡に～青森にでは、9 月 27 日から 11 月 26 日まで 

の 2カ月間、通行料金を割引する社会実験を実施しています。 

有料道路の料金を割引することにより、一般道路から有料道路へ交通の転換を促し、有料道路の利用促進 

や周辺道路の渋滞緩和などの効果を検証することが目的です。皆様、ご利用ください。 

なお、この料金割引は実験的に実施されるものであり、実験期間終了後は通常料金に戻ります。 

割引その 1：みちのく有料道路 

〇料金】500 円（大型車IIは t000円） 

〇支払】現金と特別通行券のみ割引対象 

（従来の回数券や共通回数券は割引対象外） 

※特別通行券は、青森県道路公社、みちのく有料

道路管理事務所、青森県庁消費生活協同組合（ 

県庁地下売店及び、ハ戸・十和田の各合同庁舎

売店）にて 1枚から販売中 

割引その2 】青森自動車道、東北自動車道 

〇区間】青森自動車道の青森東、青森中央、東北自動車道の青森、浪岡の各にの相互利用のみ割引の対象 

「実験区間外のにから実験区間内（浪岡に、青森に、青森中央に、青森東 IC）のにを利用する 

場合は割引対象外です」 

〇料金】全車種が概ね半額 

〇支払 現金、ETC、ハイウェイカード、クレジットカード、別納カードが割引対象 

〇お問合せ先 青森県有料道路社会実験協議会（青森河川国道事務所内）正LOl 7-734--i 108 

軽自動車は 500円
普 通 車 は 500円
大型車（I）は 500円
大型車（II）は1.000円 

、 

一 鰍師内隣難
麟相互利用に限襲驚
費いずれの車種驚
算三  およそ半額事事事 

- - - - 

東北自動車通 

ロノ 
、’浪岡に 
、，ー一 

ワ 

青森 ～ 
中 Ic ~ 

一~ 

空 

‘車道’、 
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環境対策課雄内線 233 
「通穐議収こい 

◆出し方】1世帯につさ 3品目まで、粗大ごみには必ず名札をつけて、収集日の朝 8時までに出してください。 

◆申込先】各町内会の申込期限を確認のうえ、各町内会長または班長ノ＼申込みください。 

◆環境対策課窓口申込締切日】10月15日（金） 

〔各町内会長への申込の締切りは、これ以前となりますのでご注意ください。〕 

収集月日 地 	区 ・ 町 内 会 名 

10月19日因 中川地区 三好地区 

10月21日困 
小曲・沼田・若葉第ー・若葉第二・若葉市営住宅・若葉県営・西若葉・若葉苑・蘇鉄・

新宮・新宮町・ニュ一タウン新宮・末広町・芭蕉 

10月22日囲 
寺町・岩木町・川端町・錦町・幾島町・敷島町・平井町・上平井町・中平井町・下平井町・

柏原町・東雲町・旭町・東町・大町・本町・元町・第一柳町・第二柳町・成田町 

10月26日閃 
松島町 1 --8丁目・十川町・青葉町・唐笠柳・水野尾・漆川・太刀打・桃崎・尻無・ー野坪・

石畑・前蒐・中村・馬性・野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・ニ本柳・東松島 

10月28日困 
平和町・日の出町・不魚住・千鳥・八重菊・はるにれ町・湊団地・下り枝・湊・姥落・

第―船橋・猫測・菖蒲・三ッ谷・マイタウン船橋 

10月29日囲 みどり町 1 --'8丁目・雇用促進住宅・梅田・中泉 

11月 2日因 
稲実・稲実団地・柳沼・米崎・広田・藤浦団地・みなみ広田・広平・七ッ館・虫流・

光ケ丘・ひがし光ケ丘・石岡・吹畑・田園町 

11月 4日困 ―ッ谷・一ッ谷団地・雛田・さっき町・烏森・鎌谷町・布屋町・弥生町・新町・田町・栄町 

11月 5 日囲 飯詰地区 毘沙門・長富地区 

11月 9 日（犬 長橋地区 七和地区 

× 

金属、プラスチック製等のもので次に挙げるようなもの 

スチール製テーブル及びイス・スノーダンプ・スチール棚・電子レンジ・ビデオデッキ・掃除機・自転車・ 

ガステーブル・スキー・物干し竿（折り畳むこと、台は除く）・えんとつ・米びつ・トタン（日曜大工で出 

る程度のもの）・室内用灯油タンク（スチール製）・バッテリー・ストーブ等。 

※ストーブは必ず灯油と電池を抜いて出してください。 

(1）木製や布製などの可燃性の粗大ごみ（木製テーブル・木製イス・タンス・じゆうたん・ふとん・たたみ等） 

②適正処理が困難なもの（ソファー・スプリング付きマットレス・ピアノ・エレクトーン・スピー力一等） 

⑧危険物及びその容器等（ドラム缶・ホームタンク（室外用）・ポリタンク・ガスポンベ・オイル缶・消火器等） 

④家屋の改築や補修に伴うもの（浴槽・風呂釜・流し台・建築廃材・ブロック・多量のトタン等） 

⑤家電リサイクル法に定められている品目（工アコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機） 

(6）パソコンリサイクル法に定められている品目（ノートブックパソコン・デスプトップパソコン本体・ディスプレイ） 

× 
⑦その他（バイク及び自動車等の部品・リヤカ一・農機具／農業用資材・タイヤ等） 	

ノ 

※市で処理できないごみについては、一般廃棄物収集運搬業者または販売店に依頼し、 

適正処理してください。 

11 平成16年10月1日 五所川原市役所 谷35-21 11 



     

 

ペツト、/1葬場が新設されまし彪 

   

   

環境対策課 内線231・233 

    

     

市では10月 1 日岡よりペット火葬場を～き～~ 
新設いたします。 

◆場 所…市内藻川字村崎533番地 2 
◆受付時間… 9 時～14時（環境対策課ノ⑩

◆休場 日・・・毎月第 1 ・第 3 日曜日 

及び12月29日～ 1 月 3 鳳

※「合同」 とは複数体で火葬することです‘ 

区 分 

使用料（一体にっき） 

市内居住者 市外居住者 

合同火葬 単独火葬 合同火葬 単独火葬 

20kg以上 5000円 10,000円 8,000円 13,000円 

10kg以上 
20kg未満 

4500円 8,500円 z000円 12,000円 

10kg未満 &500円 乙000円 a000円 it 000円 

 

川“ペット忠●●， 

 

はるにれ団地宅地分譲募集 
建築住宅課 内線330 

県住宅供給公社住宅部住宅企画課 TELO 17-723-1627 

《団地名 はるにれ住宅団地>> 

分譲区画数 89 

土地面積 221 肩 (66.8坪）-'--401 肩（121.4坪） 

土地価格 759万円～t378万円 

受付期間 
平成17年 3月31日まで 

8 時30分～17時（土、日、祝日除く） 

決定方法 先着順 

受付場所 
市建築住宅課または県住宅供給公社住
宅部住宅企画課 

大学公開講座まつりn五所川原 
受講者募集 

あおもり県民カレッジでは、生涯学習フェア2004 
「大学公開講座まつり」 を開催します。 

テーマ『生涯学習で地域づくり』 

開催日／大学名 演題／講師／講義概要 

10月21日困 

18 : 30'--20 : 00 
弘前福祉短期大学 

「暮らしと福祉」 
学長・白取肇氏 
事前事業から社会福祉事業へ。児童・ 
障害者・高齢者・暮らしと福祉。 

10月22日金 

18 : 30-'--20 : 00 
青森中央学院大学 

「住民参加型のまちづくり」 
助教授・梶田幸雄氏 
タウンマネジメント組織の活動を紹介し、 
住民参加の現状と課題にっいて検討する。 

◇会 場 	五所川原地域職業訓練センター 大教室 

◇定 員 	各講座50人（定員になり次第締切） 

◇単位認定…あおもり県民カレッジ単位認定講座 

学術・教養（ 1 講座 2 単位） 

◇受講料 	無料 

◇申込方法・・・10月15日圏までに、受講希望大学名、受

講者の住所・氏名・電話番号を記載のうえ、ハガキ・

隙・電子メールまたは電話にてお申し込みください。 

◇申込先 	〒030-0111 青森市荒川字藤戸119-7 
（青森県総合社会教育センター内）あおもり県民カレッ 

ジ事務局「大学公開講座まつり」係 

TEL 017-762-1131 / FAX 017-739-2570 
e-mail alis51@net.pref.aomori.jp  

J次り圏刈可鵬 

~～運転中の携帯電話の使用は違反になります～  

嚇警’法が一部改正となり、11月 1日かり施ィテさ 
~＠運転中に、携帯電話を手に持って通話したり、 メー 

I ル送信した場合は今回から即違反となり、反則金 

~ (5,000-7,000円）と点数 1が減点されます。 

~⑥飲酒検知の拒否は、酒気帯びと同等に30万円以下 

i の罰金となります。 

~⑨暴走族の取締りとして、集団暴走、騒音運転、消 

~ 音器不備に対する罰則も強イヒされます。 

国保年金課からお知らせ 

国民年金は任意加入できます！ 

国民年金係 内線211--213 

国民年金は、保険料を納め忘れたり、免除を受けた

期間がある場合、年金額が減額される仕組みになって

います。 

そこで、60歳までに老齢基礎年金の受給資格（25年） 

を満たしていない方、年金額を満額に近づけたい方な

どのために、任意加入制度が設けられています。任意

加入できるのは、60歳から65歳までの間だけですが、 

65歳までに受給資格を満たせなかった場合に限り、さ

らに70歳まで加入できる特例制度も設けられています。 

詳しくは、国民年金係までご相談ください。 

国民健康保険証は届きましたか？~  

保険給付係 内線214・217 

10月 1 日交付の国民健康保険被保険者証は、郵送に

より更新しましたが、 お受け取りになりましたでしょ

うか。 

まだ受け取っていらっしゃらない世帯の保険証は、 

郵便局に 9 月30日まで保管していましたが、保管期限

が過ぎたため、すべて国保年金課へ返ってきています。 

まだ受け取っていない世帯の方は、古い保険証と印

鑑を持参し、国保年金課⑥番窓口で更新してください。 

五所川原警察署 
TEL35- 2141 

五所川原市役所 容35-2111 平成16年10月 1 日 12 



ら与子育こは地域のみんなの手でーI 

五所川原市 	
、、 ＼フアミリーサホートセンタ二‘ 

活動紹介No.31 

左から成田奈波（ななみ）ちゃん 1歳、提供会員の 

寺田節枝さん、成田聖平（しょうノ＼い）くん 6歳 

お母さんは看護師さん／ 夜勤のときは寺田さん宅で、 

お父さんが仕事を終えて迎えに来るのを待ちます。奈波

ちゃん、 聖平くんがお世話になり早一年、 まるで自分の

家のように遊び回る二人に寺田さんの暖かいまなざしカg 
注がれますC 安心して過ごす二人の笑顔が印象的でした。 

随時会員募集 TEL (35) 8953 

ガノtテンシア10月の催物案内 
日
  

曜日 催 	物 開演 入場料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 
 

3
  

日
  

吉幾三チャリテイ一コンサ―ト 
14:00 
18:00 

全席指定 
ss席 7,000円 
S席 6,000円 
A席 5,000円 

7
  

木
  

五所川原工業高等学校
校内芸術鑑賞 

13:00 関係者 

9
  

土
  

第11回五所川原少年少女合唱団
定期演奏会 

18:00 無 料 

10 日
  

青森県民文化祭 
吹奏楽トップコンサ―ト 

12:30 前売 
800円 

16 土
  

五所川原第ー中学校文化祭 
「合唱コンクール」 

12:25 無 料 

17 日
  

青森県民文化祭 
第46回青森県合唱祭 

12:00 前売・当日 
500円 

20 水
  

五所川原高等学校 
平成16年度情操教育（芸術鑑賞） 

13:40 関係者 

24 日
  

第40回五所川原第ー中学校
合唱部・吹奏楽部定期演奏会 

14:00 無 料 

26 火
  

爆笑バラエテイーショ一スペシャル
出演】マギ 司郎、チャ リ一力ンパ二―他 18:30 前売・当日 

3,800円 

28 木 市内小・中学校音楽発表会 10:00 無 料 

31 日
  

第25回青森県高等学校 
総合文化祭郷土芸能部門 

13:30 無 料 

小
 

ホ
 
ー
 
ル
  

〔Z
  

土
  

五所川原おやこ劇場 
「三びきのやぎのがらがらどん」 
「ぼちぼちいこか」 

13:30 前売 
2,000円 

3
  

日
  

原田初美＆塚本悦子 
ビアノ教室発表会 

13:45 無 料 

9 土 第 2回幼稚園のっどい 9:30 関係者 

14 木 平成16年度自動車検査員研修 13:30 関係者 

15 金
  

平成16年度安全運転管理者等
講習 五所川原会場 10:00 関係者 

16 土 バイオリン発表会 17:30 無 料 

17 日 日本舞踊 綾扇会 発表会 12:30 無 料 

23 土 第47回五所川原市社会福祉大会 13:00 関係者 

24 日
  

ー人芝居「報恩記」 と 
ミニライブ「熱唱夢弦」 

17: 00 前売・当日 
&500円 

※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 

中央公民館からのお知らせ 
TEL 35-6056 

家族で映画を楽しむ会 ～10月 

戦争のむごさ悲しさを描いた今西祐行の『一つの花』、 

アニメ個展文学館『枕草子』、 『日本昔ばなし』 より 

「うぐいす長者」他をお楽しみください。 

◇日時…10月23日田 10時～11時30分（無料） 

みんなのギャラI)一展示紹介 

◇サークル「画友社」絵画展・・・市内で活動しているみ 

なさんの油絵やデッサンなどの作品を展示。 

10月 1日岡～14日困 2 階ギャラリー 

※ギャラリー展示希望の方は、お気軽に中央公民館ま 

でご連絡ください。 

図書館からのお知らせ 
TEL 34-4334 

利用時間 	火～金曜日 9 時30分～18時 

土・日曜日 9時30分～17時 

10月の休館日 	毎週月曜日と12日（刃. 21日困 

おはなし会 	テーマ 「手紙」 

10月16日田 13時30分～14時30分 

fJtテンシアからの 

お紐ら世 Dるさと交 TEL 33-2111 

五所川原市市制施行50周年記念公演

三井住友海上文化財団派遣コンサート 

ノ源翼幸ー鵬~室ノ 

クグスマ男コ2ング＝＝参 

12月11日出務響ダ響具トホール 

TEL 33-6275 
TEL 25-3450 
TEL 34-3131 
TEL 34-3205 

■出演者■ 

原田幸一郎（ヴァイオリン） 

島田 玲奈（ヴァイオリン） 

長瀬 夏嵐（チェロ） 

松浦 奈々（ヴィオラ） 

坂野伊都子（ピアノ） 

◇入場料 

S席 2,000円 

A席 l,000円 

学生席 500円 

◇チケット販売 

前売開始 10月 8日岡 

オルテンシア 

ELMインフォメーション 

イオン柏Sc総合サービスカウンター 

中三五所川原店 

五所川原市内郵便局 

13 平成16年10月1日 



変更のお知らせ 

4月15日号に掲載の「医療機関で実施している子宮が 

ん・乳がん検診」 白生会胃腸病院診療日は、10月 1日か 

ら「月・水」が「月・木」 に変更となります。 

i材料（ 4人分） 

鶏レバー 	 200g 

溶き辛子

塩 

レタス

トマト 

ペーコン 	4枚 

サラダ油 	大さじ 2 

こしょう 	少々 

青じそ 	 4枚 

つまようじ 	8本 

々
々
枚

個

少
少

2

1
 

少

4
8
 

々
枚
本
 

~ 	 A 

男性料理教室 
③ 

五所川原市食生活改善推進員会  

、う間にで．責る 

＝コン巻き 

1人分 190kaz ／塩分 0.9g 

■作り方 

①レバーは血抜きして水気をふき取る。 

②①に塩・こしょうをふって、溶き辛子を塗り、べー 

コンを 2 つに切って、くるりと巻き、つまようじ 

でとめる。 

③サラダ油を熱し、②を入れ、中のレバーに火が通 

るまで焼く。 

④レタスとトマトを食べやすい大きさに切る。 

⑤④のレタスと、青じそを皿に敷き、③を盛り付け、 

トマトを添える。 

貧血予防に良いレバーも、独特の臭みが苦手な方が

多いですね。そんな方にお勧めしたいのがこのお料理

です。試食会で「ベーコンの旨味や辛子の風味がレバー 

の臭みを隠してくれる。苦手だったがこれなら食べら

れる」 との声。ぜひ、お試しください。 、 

く  健康相談 ） 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談に応 

じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開催場所 開催月日 開催時間 

コミュニテイセンタ一三好 10月12日因 11: 00'--12 :30 

富士見コミュニテイセンタ― 10月15日岡 10 : 30-12 : 00 

（  成人の相談日 フ 
~ 健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の相談等

にも応じます。 

開催場所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家・ 
保健センタ― 

10月13日氷 10 : 00-12 :00 

みんなの健康教室） 
◆日 時…10月22日団 13時～14時 

◆場 所・・・働く婦人の家・保健センター 3 階ホール 

◆テーマ…胸痛の原因と治療についてー心臓の病気を中心に 

◆講 師・・・木村正雄先生（木村内科医院） 

◆主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

（献血のご案内（バス巡回）  

期 日 時 間 場 	所 

10月14日困 
9:30---11 :30 国合同庁舎（克雪ド一ム北側） 

13:00-15:30 東北電力株五所川原営業所 

救急医療当番医 
平成 16年 3 月末日まで実施されていた 「救急医療在宅当

番医制（救急医療当番医）」 は、北五医師会の協力を得て10 

月から再開することになりました。今後随時、市広報等で

お知らせしますので、ご利用ください。日頃から身近な 

「かかりつナ医」をご利用し、健康な毎日を過ごしましょう。 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電話 

10月3日 日
  

増田病院 新町41 34-2727 

10月10日 日
  

江渡内科医院 旭町55-2 34- 3000 

10月11日 月
  

対馬内科小児科医院 田町4-5 34- 3431 

※L対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2その他、消防署（救急病院紹介・皿34-4999）でも紹介します。 

無料巡回診療  ） 
北五医師会・健康福祉課 

医師の診療が無料で受けられます。ぜひ、この機会に健 

康状態の確認、 健康づくりにお役立てください。 赤ちゃん 

からお年寄りまで、どなたでもご利用できます。 

◇診療内容…医師による診察、尿検査、保健指導等 

◇持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

※当日受付となりますので直接会場へお越しください。 

期 日 時 間 場 	所 担当医師 

10月13日 13:00 コミュ二テイセン 中村謙弥先生 

因 ~14:00 タ―長橋 （中村内科医院） 

10月15日 13:00 コミュニテイセン 寺田明功先生 

金 --14:00 タ―飯詰 （てらだクリニック） 
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